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(57)【要約】
【課題】 使用環境や転写材の特性・種類や印字率等を問わない転写制御方法を適用した画像形成装置を提供する。又、環境の変化や経時によりトナーや感光体、中間転写体あるいは転写ローラ等の特性が変動するが、この様な状況下でも、中間転写体から逆に感光体に転写するトナー量を無くし、最終画像の濃度不足や転写ムラが発生するのを防止した画像形成装置を提供する。
【解決手段】 感光体に静電潜像を形成する潜像形成手段と、静電潜像を現像しトナー像を形成する現像手段とを有し、形成された感光体上のトナー像を画像支持体へ静電的に転写する転写手段を有する画像形成装置において、感光体の帯電電位と感光体上における画像形成幅方向の長さと印字率により転写手段に流す電流値を設定することを特徴とする画像形成装置。





請求の範囲


【特許請求の範囲】
【請求項１】 感光体に静電潜像を形成する潜像形成手段と、静電潜像を現像しトナー像を形成する現像手段とを有し、形成された感光体上のトナー像を画像支持体へ静電的に転写する転写手段を有する画像形成装置において、感光体の帯電電位と感光体上における画像形成幅方向の長さと印字率により転写手段に流す電流値を設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】 感光体に静電潜像を形成する潜像形成手段と、静電潜像を現像しトナー像を形成する現像手段とを有し、形成された感光体上のトナー像を中間転写体へ静電的に転写する転写手段を有する画像形成装置において、感光体の帯電電位と感光体上における画像形成幅方向の長さと印字率により転写手段に流す電流値を設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】 転写手段は芯金の表面に弾性体を形成したローラであることを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項４】 転写手段には予め電圧を印加し、必要な電流値を基準に電流値を補正することを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項５】 現像手段には二成分反転現像を用いたことを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項６】 感光体の帯電電位の制御は、帯電器のバックプレート電圧、或いはワイヤーに流す電流値と、該感光体の帯電電位の関係を予め求めておいて行うことを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項７】 感光体の帯電電位の制御は、帯電ローラに流す電流値、或いは印加する電圧値と、該感光体の帯電電位の関係を予め求めておいて行うことを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項８】 感光体の帯電電位の測定は、該感光体の帯電器より下流側で、且つ現像器より上流側に設置した表面電位センサーにより行うことを特徴とする請求項１又は２記載の画像形成装置。
【請求項１１】 感光体に静電潜像を形成する潜像形成手段と、静電潜像を現像しトナー像を形成する複数の現像手段とを有し、形成された複数のトナー像を順次中間転写体に一次転写して重ね合わせカラートナー像を形成し、該中間転写体への転写にはバイアス電圧を印加された転写手段を用いる画像形成装置において、前記中間転写体上に転写されたトナー付着量を検出するトナーパッチを形成し、以後に転写されるトナー像の転写時に転写手段にバイアス電圧を印加しない場合の中間転写体上のトナーパッチ濃度と、バイアス電圧を印加した場合の濃度とを比較し、その差が小さく成るように転写手段の印加バイアス電圧を設定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１２】 感光体に静電潜像を形成する潜像形成手段と、静電潜像を現像しトナー像を形成する複数の現像手段とを有し、形成された複数のトナー像を順次中間転写体に一次転写して重ね合わせカラートナー像を形成し、該中間転写体への転写にはバイアス電圧を印加された転写手段を用いる画像形成装置において、前記中間転写体上に転写されたトナー付着量を検出するトナーパッチを形成し、以後に転写されるトナー像の転写時に転写手段にバイアス電圧を印加しない場合の中間転写体上のトナーパッチ濃度と、バイアス電圧を印加した場合の濃度とを比較し、その差が小さく成るように感光体の表面電位を調整することを特徴とする画像形成装置。



